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第 2 回地域検討会（長崎県）での指摘事項に対する対応（案） 

(1) 前回議事概要及び指摘事項について 
特になし 

 
(2) 概況調査結果概要に関する説明 
 
1 【指摘】漂着マップ作成時に住民らによる清掃活動等の努力量を反映してもらいたい。 

【対応】努力量を地図にどうやって反映させるか検討してみる（その前に、海岸清掃活動の情報

量がどれくらいあるかという情報の整理作業が必要である）。 
2 【指摘】市民らのボランティア活動等の情報を集約するシステムの構築を対馬市にお願いした

い。 
【対応】日韓学生会議、韓国の学生と市民との合同清掃等のボランティア活動、漁協単位での地

区活動は承知をしている。今後このような活動の推進も含め、情報の集約等について検

討したい（例えば、ホームページ上での公開など）。 
 
(3) クリーンアップ調査及びフォローアップ調査結果概要に関する説明 
 
3 【指摘】ゴミ処分に関し、北九州に限らず処分費用や運搬費を安くする方法等について検討して

ほしい。 
【対応】今後の検討課題であり、検討して行く計画である（なお、発泡スチロールやプラスティ

ック系のブイ等については、別途水産庁が減容試験を実施しており、次年度以降にこれ

らの情報も反映していく予定である）。 
4 【指摘】検討会資料を一般公開してほしい。 

【対応】環境省のホームページ上で公開する計画である。図書館等に配置できるかどうかに関し

ては、まだ現在検討していない。今後検討させていただく。ホームページから資料を印

刷し図書館に置くことは差し支えない。 
 
(4) その他の調査の進捗状況に関する説明 

特になし 
 
(5) 今後の調査スケジュールに関する説明 

特になし 
 
(6) その他 全体を通じての質疑応答 
 
5 【指摘】配布資料 3 の航空写真に見られるような、進入困難な場所の漂着ゴミの処理について、

具体的な対処策、問題の所在等々について、次回アイデアを持ち寄り議論する。 
【対応】検討委員からご意見を賜るとともに、事務局でも試案を作成・提案する予定である。 
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